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WHOや世界保健に関わる世界の最新動向について聖路加国際大
学と兵庫県立大学のWHO指定研究協力センターより交互に隔月で
報告する。今月は兵庫県立大学地域ケア開発研究所・WHO協力
センター（災害と健康危機管理分野 / 2007年認証）から。

WHO指定研究協力センター（WHOコラボレーティングセンター）は、研究
/基準づくり /教育等を通し「保健領域での研究とその促進」（WHO憲章第
2章）をサポートする機関で、WHO事務局の審査を経て各加盟国政府の
同意とWHO事務局長の承認の下、正式な指定を受
けている。世界の看護・助産の研究センターは“グロー
バルネットワーク”の名称（ロゴ参照）で組織されてい
る。聖路加国際大学と兵庫県立大学は、グローバル
ネットワークの一員として、各々の専門分野の研究、
教育活動を行っている。

064 看護 2019.10

ギャビー氏 から、検討中の「ICN Core Competencies 

in Disaster Nursing，Version2.0」（以下：Ver.2.0 ）につ
いて報告があった。Ver.2.0は、8つの領域（1. 準備と
計画、2. コミュニケーション、3. インシデント・マネジ
メント・システム、4. 安全と安心、5. アセスメント、 6. 介
入、7. 回復、8. 法と倫理）で構成されている。また、
対象を 3つのレベル（一般の看護師、管理職や教育職、
災害看護のスペシャリスト）に分け、各レベルに必要な
コンピテンシーが検討されている。コンピテンシーの
詳細については、デルファイ法による調査が行われ、
現在分析が進められているところであり、最終的な発表
にはもう少し時間を要するようである。
　世界では 1年間に 300件を超える自然災害の発生
が報告されている。さらには紛争や大事故、テロなど
の人為・複合的な災害も多数発生している。災害発生
による人命や人々の健康への被害は深刻であり、災害
時に人々の命と健康、生活を守る看護の役割はますま
す重要となっている。どこで活動するか、どのような
職務にあるかにかかわらず、看護職には災害に対応す
る能力が求められる。Ver.2.0 の最終報告が 1日も早
く世界の看護職に共有されることを期待する。

看護職が果たす役割に期待
　2019年 6月 27日から 7月 1日までの 5日間、ICN

（国際看護師協会）大会がシンガポールで開催された。
Beyond Healthcare to Healthをメインテーマとして、
人々の“健康”に看護職がいかに貢献できるのか、あ
らためて看護職の本来あるべき姿、役割を問い直す熱
のこもった議論が繰り広げられた。
　開会式では、シンガポール初の女性大統領ハリマ・
ヤコブ氏が 、高齢化が進むシンガポールにおいて人々
の幸福な生活のために進めるさまざまな政策の実行に
は看護職の果たす役割が大きく、看護のさらなる発展
に向けて活発な議論がなされることを期待するとあい
さつされた。また、基調講演では、WHO主任看護官 

のエリザベス・イロ氏 が、地球規模で高齢化が進む
中、疾病中心から人間中心のシステムへの転換が求め
られており、世界の保健医療従事者の約半数を占める
看護師・助産師が、そのスケールと専門性によってシ
ステム転換の推進をはかる鍵となることや、世界の看
護職の状況を示す重要な基礎資料となる「The State of 

the World’s Nursing Report 2020」の発表に向けた準
備が進んでいることを説明された。
　
災害看護コンピテンシーの改定に向けた動き
　ICNは、現在、災害看護コンピテンシーの再検討
を進めている。ICNは2009年にWHOと共同で 「 ICN 

Framework of Disaster Nursing Competencies」★を発
表している。これは、すべての看護師を対象とした基
本的コンピテンシーの枠組みであり、さまざまな国で
この枠組みを基に、災害看護教育・訓練のプログラム
がつくられ提供されている。また、この枠組みを用い
て看護師の災害看護に関する能力を評価する研究など
も取り組まれている。枠組みが発表されてから 10年
が経過し、この間、世界中でさまざまな大災害が発生。
災害時に看護職に求められるものも少しずつ変化し、
災害看護に関する研究も進んだことから、枠組みの見
直しが必要となってきた。
　今大会では検討委員会の議長を務めるクリスティン・

★  World Health Organization and International Council of Nurses：ICN Framework of Disaster Nursing Competencies， 
Geneva，Switzerland. 2009.

2019年ICN大会とICNによる災害看護コンピテンシーの改定

写真 2019年 ICN大会開会式であいさつされるヤコブ大統領

（文責：増野園惠）
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路大震災を契機に整備が進み発展してきた日本の災
害・健康危機管理対策に関する実践および研究の取り
組みが紹介された。さらに、これらの報告を受けて、
参加者で災害・健康危機管理領域の研究発展のために
日本がどのように貢献できるのかについてグループ
ディスカッションが行われ全体共有がなされた。
　
災害・健康危機管理対応と研究が進む日本に期待
　災害・健康危機管理領域の研究発展に向けては、世
界的な共通課題と地域や国により特殊な課題がある中
での優先順位の設定、用語や方法論上の標準化と研究
倫理上の課題、実践および制度・政策的ニーズと関連
する研究課題の明確化、研究資金の調達など、今後
TPRNで指針を示すべく整理していく必要がある項
目とその道筋が明確となった。WHOの担当官からは、
多くの災害を経験し災害・健康危機管理対応と研究が
進む日本のリーダーシップへの期待とメッセージが送
られた。TPRNでは、メンバーの拡充をはかるとと
もに、今回明確となった課題に取り組み、定期的に活
動経過と成果を世界に発信していく予定である。

　世界保健機関（WHO）は、2019年 5月に防災・減
災における保健医療に関連するゴールの達成に向けて
Health Emergency and Disaster Risk Management 

Framework（災害・健康危機管理枠組）を発表した。こ
れに先立って、2018年には保健医療からのよりよい
政策提言に向けた科学的エビデンスの構築を推進す
ることをめざして、WHO Thematic Platform for Health 

Emergency and Disaster Risk Management Research 

Network：TPRN（災害・健康危機管理に関するWHO

グローバルリサーチネットワーク）を立ち上げた。
TPRNの事務局はWHO健康開発研究センター
（WKC）が担っており、現在までのところ世界各国か
ら 100名を超える災害・健康危機管理分野の研究者等
がメンバーとなっている。
　
第1回TPRNコアグループ会議と
WKCフォーラムが開催
　このたび、阪神・淡路大震災の震源地に近い兵庫県
淡路島において、TPRN活動の始動となる「第 1回
TPRNコアグループ会議」（10月 17日～ 18日午前）
と「WKCフォーラム：災害・健康危機管理研究の国
際連携推進のために－世界の科学的エビデンスの発展
へのひょうご・神戸・日本の貢献－」（10月 18日午後）
が開催された。コアグループ会議には、TPRNの 2

名 の 共 同 議 長（Public Health Englandの Virginia 

Murray氏と香港中文大学の Emily Ying-Yang Chan

氏）、WHOからはWKCの茅野龍馬氏をはじめ本部
および各地域事務局の災害・健康危機管理担当官等と
日本におけるこの領域の専門家ら約 30名が参加し、
今後のネットワークの活動について議論した。災害・
健康危機管理に関する世界の研究指針の策定とその更
新のプロセス、重要な研究領域とテーマ、ネットワー
クを発展させていくために鍵となるステークホルダー
の特定と参画を得るための戦略等が話し合われた。2

日目午後に開かれたWKCフォーラムには、国内外
の研究者・行政担当者を中心に約 80名が参加し、コ
アグループ会議の結果を共有するとともに、阪神・淡

災害・健康危機管理に関するWHOグローバルリサーチネットワーク

写真 第1回TPRNコアグループ会議参加者の皆さん（筆者は看板左）

（文責：増野園惠）
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